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主 な 記 事 

１ 平成３０年度旅団武装走競技会 

２ 平成３０年度帯広駐屯地追悼式 

３ 第５旅団創立１４周年、  
  帯広駐屯地創設６７周年記念行事 

４ 別海駐屯地創立５３周年記念行事 

５ 新得そば祭り支援  

【部隊対抗の部】 

Ａグループ優勝 第４普通科連隊 

Ｂグループ優勝 第５偵察隊 

Ｃグループ優勝 第５通信隊 

【分隊対抗の部】 

第１位 第４普通科連隊 第１組  

【個人対抗の部】（男性自衛官） 

第１位 陸士長 齋藤 優介（第２７普通科連隊） 

           （女性自衛官） 

第１位 陸士長 田代 彩香（第５通信隊） 

▲部隊対抗 

   優勝部隊 

 

▼個人対抗の部 上位入賞者 競
技
会
結
果 

  

 開会式において統裁官で

ある堀井旅団長は「部隊一

丸となれ」「安全管理の万

全」の２点を要望しました｡ 

 第５旅団（旅団長 堀井陸将補）は、１０月１０日（水）、帯広駐屯

地において「平成３０年度旅団武装走競技会」を実施しました。 

 本競技会は、部隊の団結の強化及び士気の高揚を促すとともに、作戦

及び戦闘に必要な体力・気力の向上に資することを目的として実施され、

旅団では平成２４年以来６年振りに行われました。  

 競技は、６．１Ｋｍの起伏に富む難コースを各人が戦闘服、戦闘帽、

戦闘靴に水筒等の個人装具を装着し、１０Ｋｇの背のう（女性自衛官５

Ｋｇ）を背負い、部隊対抗（Ａグループ：普通科連隊、Ｂグループ：大

隊、Ｃグループ：隊・中隊）、分隊対抗及び個人対抗方式で行いました。 

 部隊対抗の部においては、各部隊で選抜した７名編成の分隊９０チー

ム及び個人対抗の部における４０名（女性１０名含む）の合計６７０名

が「部隊の誇りと威信」をかけ、勝利への執念をもって熱戦を繰り広げ

ました。全チームの頂点に立った第４普通科連隊の福島２曹は「中隊の

トップクラスの隊員が集まって編成したチームなので、自信がありまし

た。」と話しました。 

 旅団は、引き続き 

隊員が一丸となって 

「強く、頼もしい旅 

団・部隊」を目指し 

て、更なる練成を重 

ね精進します。 
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堀井旅団長式辞 髙橋東北海道自衛隊協力連合会長 

鏡開き 

献
花
（堀
井
旅
団
長
） 

旅
団
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

感
謝
状
贈
呈
式 
駐
屯
地
司
令 

 
 

 
 

 
感
謝
状
贈
呈
式 

鏡開き 祝賀会食 

 第５旅団（旅団長 堀井陸将補）及び帯広駐屯地（司令 笠松１佐）は、１０月７日（日）、

「第５旅団創立１４周年、帯広駐屯地創設６７周年記念行事」を挙行いたしました。 

 当日は、台風の影響による荒天のため、記念行事を一部縮小して執り行いました。   

        １４周年 
帯広駐屯地創設６７周年 

記念行事 第５旅団創立  

感謝状贈呈式 記念祝賀会 

 記念祝賀会に先立ち、日頃か

ら、旅団及び駐屯地の発展にご

尽力を頂いた協力諸団体、地域

住民の皆様に対して感謝状が贈

呈されました。 

 帯広市女性協力会清原様は、 

「自衛隊とは学生の頃からのお

付き合いです。これからも厚く

応援させて頂きます。」と感謝

の意を述べました。 

                    帯広駐屯地（司令 笠松１佐）は、１０月７日（日）、         

                  「平成３０年度帯広駐屯地追悼式」を行いました。 

                   追悼式は駐屯地慰霊碑前において、駐屯地司令が国家 

                  の存立を担う崇高な職務に従事し、不幸にして殉ぜられ

た駐屯地所属隊員２１柱の御霊に対して哀悼の誠を捧げるとともに、「御霊の尊い志を不変なる

ものとして、しっかりとこれを受け継ぎ、大事な精神として次世代に繋ぎます。」と誓いを述べ、

ご遺族皆様方と旅団及び駐屯地所在隊員の前途に、益々のご加護を賜らんことを心から祈念しま

した。 

 駐屯地体育館で行われた祝賀会食では、主催者堀井旅団長に

よる式辞、共催である髙橋東北海道自衛隊協力会連合会長の挨

拶を始めとし、来賓である米沢則寿帯広市長、防衛政務官鈴木

貴子衆議議員からご祝辞を賜りました。 

 引き続き、美幌町副町長平井様による乾杯のご発声のもと祝

宴は盛大に開始され、ご参加頂いた多くの方々は地元特産のオ

ードブルを味わいつつ、終始和やかに歓談が続いておりました。 

帯広駐屯地追悼式 



 別海駐屯地（司令 吉野２佐）は、９月２９日（土）、「別海駐屯地創立５３周年記念行事」を 

盛大に執り行いました。 

 式典開始に先立ち、日頃から別海駐屯地へのご支援、ご 

協力を賜っている３名・１企業に対して感謝状が贈呈され 

ました。 

 記念式典においては、曽根興三別海町長兼ねて別海町自 

衛隊協力会会長、防衛政務官鈴木貴子衆議院議員からのご 

祝辞をはじめ、多数の方々からのご祝電を賜り、続いて行 

われた観閲行進では、観閲部隊指揮官（第２７普通科連隊 

第３普通科中隊長 崎田３佐）を先頭に、駐屯各部隊及び 

９０式戦車、装甲車、航空機等が威風堂々たる行進を見せ、自衛隊の威容を示しました。 

また、アトラクションでは第５音楽隊の迫力ある多彩な演 

奏や、第５偵察隊によるオートバイドリルの妙技を披露す 

るとともに、子ども広場では、精巧な乳牛模型による搾乳 

体験が行われました。初めて乳しぼり体験をしたちびっ子 

は、「ドキドキした」と目を輝かせて話してくれました。 

 当日は天候にも恵まれた秋晴れの中、地域住民約８００ 

人が来場し、駐屯地と地域との信頼感を厚くするとともに、 

自衛隊に対する理解を深めて大盛況に終了しました。 

２０１８．１０ ひ が し 北 海 道 だ よ り 第１７７号（３） 

新得そば祭り支援 お知らせ 
風味豊かな新そばに満足 

給湯支援をする隊員 祭りを盛り上げた 
音楽演奏 

オートバイドリル 

模擬搾乳体験 

観閲行進 

  

式 典 

訓練展示 

戦車試乗 

 第５戦車大隊（大隊長 矢野２佐）及び第５音楽隊（隊長 

山田２尉）は９月２９日（土）、３０日（日）、新得町体験福

祉センターで行われた「第１７回しんとく新そば祭り」の部外

行事支援を行いました。 

 両日ともに秋晴れに恵まれた本行事は、第５戦車大隊が炊事

車による給湯支援やオートバイの装備品展示を行うとともに、 

第５音楽隊は「ヨーデル食べ放題」などの歌唱や演奏を披露し、

集まった約３０００人の来場者は、今年収穫されたばかりの新

そばに舌鼓を打つとともに、迫力ある多彩な演奏に盛大な拍手

と歓声を上げておりました。 

 会場に訪れた方からは「風味豊かな新得そばに満足できまし

た。」「間近で素晴らしい演奏が聴けてうれしかったです。」

と感想を頂くなど、各部隊は行事の盛会に寄与しました。 

～乳しぼり体験にドキドキ！～ 

オートバイに乗り 
笑顔の子ども 

 第３５回ファミリーコンサート
が１２月２２日（土）（開演１４
時）音更町文化センターにおいて 
行われます。入場につきましては
往復はがきの応募による抽選とさ
せていただきます。 
 細部につきましては、第５旅団
ホームページ、ポスター等をご覧
ください。多数の応募を心よりお
待ちしております。     
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第５旅団 

ホームページ 

第 ５ 旅 団   

検 索  

Diamond 

第５化学防護隊  

   ３曹 若松 大地   
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「旅団武装走競技会に参加して」 

  

「子どもの成長と共に」 

 我が家では９月、長男の煌央（こう）が２

歳の誕生日を迎えました。 

 息子の出産時は、２日間陣痛に苦しみなが

らも帝王切開での出産とな 

第５後方支援隊    髙橋（宏）３曹夫人 

髙橋 ひかり 

 私は、３月の定期異動で第５化学防護隊に配属

され、初めて旅団武装走競技会に参加しました。 

 最初の試走では、チームで４０分を切ることが

出来ませんでしたが、チームの中で一番若く、体

力に自信があった私は、チームの隊員の背嚢を持

ち少しでもタイムを縮めようとサポートし、本番

でベストタイムを出すことに成功しました。 

 この競技会で団結力が高まり個人としても良い

経験になりましたので、次回優勝をとれるように

更なる練成に努めていきたいと思います。 

りました。我が子の泣き声

を聞いた時は、出産が終わ

った嬉しさと無事に産まれ

た嬉しさで胸がいっぱいに

なりました。 

 あれから早いもので２年

が経ち今ではお喋りも上手

になり、初めて話してくれ

た言葉は「パパ、お茶(頂

戴）｣でした（笑い）。 

 これからも息子の成長を

主人と共に見守っていきた

いと思います。 


